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あらまし：学生が各々の解答を説明してグループでの解を考える「対面でのグループ討議」におけるグル

ープ作成方法について述べる．本手法は，従来グループ作成を行っていた教員の経験則を処理手順として

明確化したものである．グループ活動の核となりそうな学生を指定してグループ分けを行う本手法は，比

較的簡単な方法でバランスの良いグループを生成できる． 
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1. はじめに 

協調学習におけるグループメンバーは，学習活動

の目的や形態に応じて適切な構成をとるのが望まし

い．SUPNITHI らは CSCL における動的なグループ

形成法を提案している（1）．また，安藤らは大規模教

室での問題作成協調学習において，2 つの観点を組

み合わせたグループ作成方法について述べている（2）． 

我々は，個別学習と対面での協調学習を組み合わ

せた授業の基礎知識習得段階に導入したグループ討

議を支援するシステムを開発している（3）．本システ

ムのグループ生成機能を実装するために，グループ

作成を行っていた教員の経験則を処理手順として明

確化し，実装した．良いグループ分けを客観的に評

価することは困難なので，本研究では教員の意図に

適合したグループ分けを行うことを目指した． 

 

2. グループ討議の概要とグループ作成方針 

グループ討議では，宿題として個々の学生が取り

組んできた課題の解を発表し合い，その後，グルー

プとしての解を導く．発表を聴講する学生には必ず

質問かコメントを義務付ける．発表と質疑・コメン

トの状況，グループの解，疑問点をワークシートに

記入して提出する．教員は提出されたワークシート

に目を通して，疑問点などについてのフィードバッ

ク(短時間講義)を行う． 

このようなグループ討議の導入により，課題を直

接教員に提出する場合に比較して，学習内容の深い

理解，学友へ発表するため「課題をしっかりやらね

ば」というモチベーションの向上などの効果がみら

れた．また，発表・発言をすることで討議に慣れる

ことも期待できる（4）． 

グループ討議演習支援システムにグループ生成機

能を実装するために，従来，教員が行っていたグル

ープ作成の方法を分析した．その結果，以下のこと

がわかった． 

①原則 1 グループ 3 名．課題未提出者はオブザーバ

として各グループに 1 名以内になるように配置する． 

②討議がスムーズに進むように，各グループに活動

の核となりそうな学生を最低 1 名配置する．これは，

成績，積極性，コミュニケーションなどの点で優れ

ていると思われる学生で，教員の主観的判断による．

本研究ではこのような学生をキーパーソンと呼ぶ． 

③討議に緊張感を持たせるために，日頃交友が深い

友人同士は，できるだけ別のグループになるように

配置する． 

④対象となる授業では，このようなグループ討議を

数回実施するので，以前のグループ討議でのメンバ

ーとできるだけ重ならないように配置する．少なく

とも，メンバー全員が同じにならないようにする．

また，直前の回の討議で同じグループになった学生

はできるだけ別グループになるように配置する． 

これらのうち，③と④は完全に条件を満たすこと

が難しい場合もあり得るので，できる範囲で調整す

る．  

 

3. グループ作成処理 

3.1 入力情報 

グループ作成機能へは，(a)履修者リスト，(b)キー

パーソンリスト，(c)交友グループのリスト，(d)課題

提出者リスト，(e)過去のグループ情報を入力とする．

これらのうち，(a)(b)(c)は複数回のグループ討議にお

いて同一となる．3 名 1 グループとするので，(b)キ

ーパーソンリストは履修者の 1/3 程度を選定してお

く．(c)は交友の深い学生の ID のリストを交友グル

ープとして，そのグループのリストで表す． 
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図 1 グループ作成手順 

 

3.2 グループ作成の手順 

グループ作成手順を図 1 に示す． 

最初に課題提出者の数から作成するグループの数

N を計算し，課題未提出のキーパーソンをキーパー

ソンリストから除くなどの準備処理を行う．その後，

候補となるグループを生成し，その候補の評価値を

計算，最終的に解とするグループとして評価値の高

い方を保持する処理を繰り返す．処理は評価値が最

大値をとる候補が生成されるか，指定した回数だけ

繰り返した場合に終了する． 

候補となるグループの生成は次の手順で行う． 

(1)グループを保持するエリアを作成するグルー

プ数 N だけ確保する．(2)キーパーソンを優先順に各

グループに 1 名ずつ配置する．(3)提出者リストをシ

ャッフルして，既にキーパーソンとして配置してい

る者を除いて，各グループに追加していく．(4)同様

に未提出者リストをシャッフルして各グループに追

加していく． 

候補となるグループの条件確認は，過去のグルー

プ情報が存在する場合に行う．作成した個々のグル

ープと過去のグループを比較し，メンバーの中の 3

人が同じグループが存在した場合は NG とする． 

3.3 評価値の計算 

交友関係の重なり(𝑓𝑓 )と過去のグループとのメン

バーの重なり(𝑓𝑝)について，評価値としての適合度を

計算する．教員の意図に適合しているという意味で

適合度と呼ぶ．適合度はいずれも式(1)で計算する．

各グループで人数が異なる可能性があるので，各グ

ループから 2 名を取り出す組み合わせの合計を分母

とした．分子にある c は𝑓𝑓では取り出した 2 名が同

じ交友グループに属していたケースの数，𝑓𝑝では取

り出した 2 名が過去に同じグループになったことの

あるケースの数である． 

  1 −  
c

 kj
n
j=1

   ×  100  %  

   k =  xC2   

 

――(1) 

このようにもとめた𝑓𝑓，𝑓𝑝とそれぞれの重み𝑤𝑓，𝑤𝑝

を使って最終的な適合度𝑓を式(2)で計算する． 

𝑓 =  
𝑓𝑓 × 𝑤𝑓＋ 𝑓𝑝 × 𝑤𝑝

𝑤𝑓  ＋ 𝑤𝑝

 

 

――(2) 

 

4. グループ作成実験 

帝京大学理工学部ヒューマン情報システム学科で

2012年度前期に開講した情報システム実習 2の情報

を使用して 5 回分のグループ作成実験を行った．履

修者は 31 名で，教員がキーパーソン 10 名を指定，

交友グループと各回の課題提出者リストを入力とし

て使用した．また，各回で作成したグループをそれ

以降での過去のグループ情報として使用した．なお，

評価式の計算では𝑤𝑓，𝑤𝑝ともに 1 とし，候補生成の

繰り返し回数は 1000 とした．  

 

表 1 作成されたグループの適合度 

回 未提出 グループ 𝑓 𝑓𝑓  𝑓𝑝  

1 3 9 100 100 100 

2 7 8 98.5 97 100 

3 6 8 93 95 91 

4 2 9 92 97 87 

5 4 9 86.5 97 76.0 

 

表 1 に結果を示す．授業担当教員が作成されたグ

ループを精査したところ，ほぼ教員の意図に適合し

ており，「実際の場面で利用可能」という評価を得た．

ただし，過去のグループとの重なりは，直前のグル

ープとの重なりを重視したいという指摘があった． 

 

5. おわりに 

グループ討議演習支援システムのためのグループ

生成法について述べた．今後，直前のグループとの

重なりを考慮した適合度を導入し，本システムへの

組込みを行いたい． 

本研究は科研費(23501114・24501211)，帝京大学

理工学部教育・研究推進特別補助金の助成を受けた

ものである． 
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